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内
閣
衆
質
二
一
二
第
二
五
号
「
衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
政
府
が
保
有
す
る
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
処
分

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
を
令
和
五
年
十
一
月
二
十
日
に
受
領
し
た
が
、
答
弁
内
容
に
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
の

で
、
質
問
の
意
図
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
上
で
再
び
質
問
す
る
。 

一 

政
府
の
答
弁
書
で
は
、
「
仮
定
に
基
づ
く
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
し
て
い
る
が
、
総

務
省
の
情
報
通
信
政
策
特
別
委
員
会
等
に
お
い
て
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
に
係
る
「
政
府
の
株
式
保
有
義
務
」

に
つ
い
て
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
我
が
国
の
経
済
安

全
保
障
の
確
保
を
図
る
上
で
、
本
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
当
該
義
務
が
撤
廃
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
同
社
発
行
済
株
式
の
保
有
が
総
数
の
三
分
の
一
を
下
回
っ
た
場
合
で

も
、
外
国
株
主
等
の
特
定
の
者
か
ら
経
営
の
支
配
や
株
主
権
の
濫
用
を
回
避
し
、
同
社
の
経
営
の
安
定
と
適
正
な
事
業
運
営

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

政
府
で
は
、
「
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
通
信
政
策
の
在
り
方
」
と
し
て
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
」
と
い
う
。
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
市
場
環
境
の
変
化
は
今
に
始
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ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
は
、
そ
う
し
た
環
境
変
化
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
必
要
に
応
じ
て
累
次
の
改
正
が
さ
れ
て

き
て
お
り
、
国
民
が
負
担
し
て
整
備
さ
れ
た
電
柱
や
管
路
等
の
特
別
な
資
産
を
外
資
等
か
ら
保
護
す
る
目
的
か
ら
、
今
後
も

そ
の
重
要
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

政
府
に
よ
る
昨
今
の
議
論
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
五
条
に
あ
る
、
「
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
の
規
定
を
名
目
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
附
則
の
検
討
条
項
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
法
の
存
続
を
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
よ
る
廃
止
も
含
め
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
在
り
方
に

関
す
る
議
論
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
り
、
か
つ
、
拙
速
に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
疑
問
を
覚
え
る
。 

 
 

ま
た
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

「
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
話
の
役
務
の
あ
ま
ね
く
日
本
全
国
に
お
け
る
適
切
、
公
平
か
つ
安
定
的
な
提
供
の
確
保
に
寄
与

す
る
」
責
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
電
話
の
役
務
」
の
対
象
と
な
る
「
加
入
電
話
」
は
メ
タ
ル
回
線
に
限
ら
ず
、
光

Ｉ
Ｐ
電
話
の
一
部
も
含
む
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
は
、
一
部
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
メ
タ
ル
回
線
を
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前
提
と
し
た
法
律
で
は
な
く
、
現
在
の
ま
ま
で
も
十
分
に
役
割
を
果
た
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
政
府
は
い
か
な
る
理
由
か
ら
、
今
に
な
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
集
中
的
に
議
論
し
て
い
る
の

か
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
当
該
議
論
を
開
始
し
た
背
景
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
具
体
的

に
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


